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人はものを考えるとき、何を使って考えるのか？基本は「母国語」で考えるだろう。その母国語だが、当然語彙が多い人の方が考える幅が広く、精緻に考えられると思う。藤原正彦氏の「祖国とは国語」という本がある。その中に、ユダヤ人は数千年前に国家が消滅し、世界中にちりじりになったが、母国語である「イディッシュ語」をずっと継承してきたために、今世紀になってパレスチナの地に国家お再建できた、とのくだりがあります。また、ヨーロッパには非常に多くの国々がひしめき合い、数百年前から占領したりされたりして、現在に至っているが、その国がその国である所以はその国語にあると言っています。確かに、国のアイデンティティを示すのは国語であり、ヨーロッパに仕事あるいは旅行で訪問したことのある人は経験していると思いますが、フランスやドイツでは街中では「英語」が通じる人は極めて少ないです。要するに、それぞれの国はそれぞれの国語があるので、その国を特徴づけているとも言えます。日本では、「英語」偏重主義になっており、英語検定ではアジア圏で下位に位置すると言われ「問題視」されています。しかし、本当にこれは問題なのでしょうか？アジア圏はヨーロッパの「大航海時代：自前の論理であり、実際は大征服時代です。最近「海賊」が問題になっていますが、インド洋の海賊は「悪」で大西洋の海賊「バイキング」は善などというのは、欧州至上主義の勝手な論理です」に植民地化されています。インドを起点に植民地を広げた英国の影響が一番多く、その為現在「公用語」が英語になっているのです。とはいえ、家庭では母国語が使われているのが普通です。要は、子供の時からバイリンガルで育っているので、どちらの言葉も使いこなせるのです。日本人が英語が不得意と言うのは、大航海時代に「植民地化」されなかった点が最も大きいのです。アジア圏の英語得意な国々でも、自国語がキチンと残っているから、それぞれの国の文化があるのだと思われます。英語を第一公用語にしてしまった、シンガポールに周辺の国の様なアジア的な特徴文化があるか？です。母国語以外の言葉は、単なる「ツール」なのです。一時、「英語を話せること」が国際人の証明である様なことが言われました。それでは、アメリカの田舎のおっさんは国際人か？です。国際人とは、本人の「教養・資質」であり、語学力ではないと思います。英語が話せなくても、海外で活躍し、尊敬されている日本人は沢山います。直近では、ノーベル賞を受賞した益川教授が英語は全然駄目です。では、彼は国際人ではないのか？とんでもない、超一流の国際人です。自国の文学や歴史や地理などの知識に疎い人が、外国語だけ堪能でも、それは「日本人はレベルが低い」ということを世界い知らしめる結果になるだけで、到底国際人とは呼べないということです。日本人で英語が得意でも、考えるときにどの言語で考えるかです。日本語であるなら、英語を習得するために、日本語の教養をないがしろにした程度の低いレベルの考えしかできないと思います。日本語は、言葉が非常に多いのが特徴であり、どれだけ語彙が多いかで表現力が決まり、ひいては「考える力」も決まります。1980年代まで、世界で覇権を取っていた日本の産業が、その後衰退の一途を辿っているのは、90年代に入って大手企業で「英語力が出世の条件」となった点にある様に感じます。商社なら、いざ知らず「製造業」で斯様なことが条件になるなど、信じがたい事です。そのため、製造業の益川さんの様な人は日の目を見ず、「口先ばかりで、中身が無く、語学力だけ」の人達も（要は基準がおかしいので味噌も糞もです）経営層を多く占める様になってしまっていると思います。日本語が堪能でない人は、自分の意見が通らないと「キレます」。経営層が、この様な人の場合は「説得して下に、方針を伝える事」はできませんから、恫喝・命令になります。しかも、何故そうしなければいけないのかを説明する語彙にも欠けているので、部下が期待される成果を挙げられないケースが増えます。これでは、競争力が落ちるのは当然です。しかも、日本語を磨いていないので、自分の専門外は新たに覚えることもできず、これで海外に行くのですから、流暢に言葉を話せば話すほど、「お里が知れ、相手に軽蔑されてしまうのです。よく、ヨーロッパ系企業は長期の夏休みがあって良いといいます。しかし、日本の様に「物見遊山で旅行し疲れきる、あるいはゴルフ三昧になる、何か”遊び”をしないと休暇ではない」等の人はすくなく、保養地に行って、体を休め、教養を高め、家族との時間を多く取るような人が多い様です。勉強もしないで、海外と伍するのは難しいのではないでしょうか？日本企業のこの英語かぶれを廃止し、「人物」で評価するシステムを復活させないと、日本企業の今後の世界市場での浮上は覚束ないと思われます。
